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認定
全会一致

新庁舎建設　スマートインターチェンジ設置
物価高騰・経済支援　亀岡地区公民館改築

商　工　費

８億２６６１万円
◦中小企業設備投資

　 １２８６万円
◦リーダー経営人材育成塾

　 　９９０万円
◦企業創業支援

　 　９８８万円

農林水産業費

５億７５２０万円
◦新規就農 
　　２８７０万円

◦担い手
　　１２７６万円

◦有害鳥獣対策事業
　　 ６８４万円

教 育 費

１０億6６９０万円
◦小学校施設整備　

　 ２５６２万円
◦学校給食費負担軽減等

　 ２８５０万円

消 防 費

◦消防施設整備　
１２２０万円

◦防災対策ほか
１０３万円

物価高騰・経済支援 亀岡地区公民館改築事業

新庁舎建設事業 スマートインター
チェンジ設置事業◦庁舎周辺工事ほか

　１億 ５８６３万円
◦木材調達
　　　 ３８６０万円

　 ６４００万円

◦畜産飼料高騰支援
　　　 ４３４４万円
◦出産子育て応援
　　　　９２０万円　
◦低所得支援
　　２億８２６万円
◦ひとり親家庭支援
　　　　３３２万円

特徴的な事業

をチェック

※ふるさと納税額　４億２９７６万円

４億４５２６万円

１２１４万円

2024.10. 20 －３－

令和５年度決算
　令和５年度の決算について、決算特別委員会で審査し全ての決算を認定しま
した。身近な事業、事業費の大きなもの等を中心に紹介します。

２３５億６６５３万円

収　入（歳入） 支　出（歳出）

一般会計 142億2755万円 132億9332万円

特別会計　１１会計　合計 67億3226万円 64億3080万円

公
営
企
業
会
計

病 院 事 業
収益的収支 27億1475万円 27億0439万円

資本的収支 2億5537万円 4億3699万円

水 道 事 業
収益的収支 5億6535万円 4億7250万円

資本的収支 4435万円 2億2853万円

総 合 計 245億3963万円 235億6653万円

総　務　費

３２億９９３６万円
民　生　費

3５億９９００万円
◦子ども若者
　　　サポート

２４２万円
◦病児保育
１１５４万円

衛　生　費

1１億4２６７万円
◦母子保健
　　１７３７万円
◦地域猫活動等
　　　５０万円

土　木　費

９億１７４８万円
◦道路新設改良

５８００万円
◦道路維持事業

８４８９万円
◦百野橋補修事業

３６１９万円

◦地域おこし協力隊
６０１万円

◦書かない窓口
２４８９万円

◦デュアルスクール（和田）
３３０万円

全 会 計 支 出 額（使ったお金）

基金残高　２７億 ４０１３万円　　借金残高　１６９億２２００万円

（金額は万円未満切り捨て）

決算
審査

◦フォーチュンタウン
２０２２万円

◦空き家バンク
５４万円
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調
査
を
行
い
把
握
し
て
い

る
。
若
者
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
対

応
し
、
ひ
き
こ
も
り
に
関

す
る
相
談
窓
口
の
常
設
を

行
っ
た
。

問
　
利
用
者
に
も
還
元
さ

れ
て
い
る
か
。

答
　
安
定
し
た
事
業
の
継

続
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

利
用
者
に
対
し
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。

問
　
成
果
と
実
績
は
。

答
　
飼
い
主
の
い
な
い
猫

等
へ
の
避
妊
手
術
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
活

動
へ
助
成
す
る
こ
と
で
、

近
所
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
つ

な
が
っ
た
。

　
譲
渡
会
を
３
回
開
催
し

30
匹
中
10
匹
程
度
引
き
取

ら
れ
た
。

　
令
和
５
年
度
の
決
算
が

提
案
さ
れ
、
次
の
質
疑
が

あ
っ
た
。

問
　
管
理
と
同
時
に
保
護

も
し
て
い
る
か
。

答
　
枝
折
れ
な
ど
の
管
理

は
し
て
い
る
が
、
保
護
ま

で
は
、
し
て
い
な
い
状
態

で
あ
る
。

問
　
ひ
き
こ
も
り
の
状
態

に
あ
る
者
の
現
状
把
握
は
。

答
　
ひ
き
こ
も
り
等
実
態

旧
一
中
の
桜
管
理

決

算

問
　
最
近
の
傾
向
は
。

答
　
町
外
か
ら
の
参
入
が

増
え
て
、
果
樹
に
携
わ
る

就
農
者
が
多
い
。

問
　
農
作
物
被
害
を
防
ぐ

た
め
５
年
度
の
捕
獲
実
績

は
。

答
　
イ
ノ
シ
シ
が
74
頭
、

サ
ル
が
41
頭
、
ク
マ
が
５

頭
で
あ
っ
た
。

問
　
整
備
箇
所
と
保
存
計

画
の
現
状
は
。

答
　
一
の
沢
洞
窟
と
日
向

洞
窟
の
２
か
所
の
看
板
整

備
を
行
っ
た
。
文
化
財
の

保
護
に
つ
い
て
は
決
ま
っ

て
い
な
い
。

　
工
藤
　
俊
康 

さ
ん

※
再
任
に
同
意

　「
小
学
校
教
育
環
境
等

検
討
委
員
会
」
を
教
育
委

員
会
の
附
属
機
関
と
し
て

整
理
す
る
必
要
が
生
じ
た

た
め
提
案
さ
れ
た
。

　
組
織
再
編
に
併
せ
、
消

防
団
員
の
定
数
を
減
員
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
提

案
さ
れ
た
。

　
８
０
７
人
→
６
１
０
人

【
契
約
額
】７

３
４
８
万
円

【
契
約
先
】

　
後
藤
・
升
川
・
弘
栄
・

　
電
化
特
定
建
設
工
事
共

　
同
企
業
体

子
ど
も
・

若
者
サ
ポ
ー
ト

介
護
保
険
施
設
等

物
価
高
騰
対
策

地
域
猫
活
動

新
規
就
農
者

条

例

契

約

人

事

有
害
鳥
獣
対
策

指
定
文
化
財
環
境
整
備

教
育
委
員
会
委
員

附
属
機
関
設
置

消
防
団
組
織
活
性
化

新
庁
舎
外
構

整
備
工
事
請
負

事　業　名 契　約　先 契　約　額

集密書架購入 ㈱メコム米沢支店 28,380,000円

収納キャビネ購入 ㈱三和 13,823,700円

執務室デスク購入 ふみや文具店 33,908,600円

事務椅子購入 ㈲寄清堂印刷 21,670,000円

会議室備品購入 ㈱アイ・システムビズ 17,006,000円

議会エリア備品購入 ㈲東北通信システム 17,820,000円

共有スペース備品購入 ㈲高畠印刷 8,645,670円

　町内事業者の受注機会の創出を目的に、各種備品を７グループに
分けて入札を実施した。

〈新庁舎備品購入事業〉 財
産
の
取
得

◀
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補正
予算

　１１会計補正総額
１０億６５２８万円

主な会計

注目事業

可決
全会一致

・官民協働のまちづくり　　　　　　　　　　 　４６８０万円

・新庁舎移設（県防災システム、防災行政無線ほか） ３７４１万円

・亀岡公民館改築　　　　　　　　　　　　　　　７１８０万円

・土地改良区決済金等支援　　　　　　　　　　 　１２７３万円

・事業所型地域おこし協力隊（インターンから正式採用へ） ３６２万円

・児童手当システム改修　　　　　　　　　　　 　３８５万円

・防災対策（自動ラップ式トイレほか）　　　　 　　１２９万円

・７年度、８年度　高畠高校就学支援　　　　 　２０００万円
　　高畠高校存続に向け 6 年度に支援事業を行った。継続した
　支援をするように議会提案で申し入れを行い、７年度と８年
　度も就学支援を行う。引き続き魅力化アップにも取り組んで
　いく。

・新規就農者支援　　　　　　　　　　　   　　１６８３万円
　　６人の見込みで予算をみたが就農計画がうまくいかず、事
　業を組みかえて初期投資促進事業として３人が就農している。

一 般 会 計　８億２２８８万円（総額１５８億　１７０万円）

国民健康保険　　　９２８０万円（総額　２５億９２７８万円）

介 護 保 険　１億２４７５万円（総額　３０億３０４３万円）

後期高齢者医療　　　　１５０万円（総額 　２億８０９１万円）

宅 地 造 成　　　２３３５万円（総額　　　５８６６万円）

令和６年10月11日　12時時点

▲残りわずか　フォーチュンタウン

▲建設が進む亀岡地区公民館

▲御礼に来庁された高畠高校校長

▲新しい協力隊員
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あんなことあんなこと
こんなことこんなこと

魅力あるまちづくりへの提言

冨
と

樫
がし

　 徹
とおる

さん

屋代地区
８0代

補助事業等の拡充について
島
しま

津
つ

弘
こう

一
いち

さん

　昨年の第２分団秋季消防演習が筋部落を会場に開催され、
筋自主防災会では消火栓を使用しての放水訓練を実施しま
したが、消火栓用ホースの数か所から水漏れが発生しま
した。また、今年４月に当部落内で発生した火災を消火す
るため、現場近くの消火栓による初期消火を行いましたが、
同じようにホースの数か所から水漏れが発生しました。
　このような状況から、部落内で建物火災が発生した場合
の初期消火活動に不安を生じ、年内に部落内の５か所に設
置してある消火栓のホース10本を点検することにしてい
ます。
　以前、町にホースを交換する場合の補助事業について問
い合せたところ、補助事業の対象外であるとの回答があり
ました。ホースを交換する費用の全額を部落で負担するの
は困難な状況なので、町の補助拡充や消防署や消防団から
の計画的なホースの払い下げ等について検討していただき
たいと思います。

二井宿地区
７0代

　東根市がなぜ県内一住みたい所となっているのか？開発
と大型企業誘致に成功し、駅が二つもあり中高併設校が設
置され、人口増と住宅増設が進み、かつ山形市内への通勤
者も増加。人口増・市発展を参考にしたいものだ。
１．高畠駅東側の開発として
　　農振解除、企業誘致、住宅地の増設、新商店街の立ち
　　上げ、高畠高校の改変など。
２．観光、健康・憩いの場づくり
　　緑道の桜並木を「置賜桜街道」への編入と宣伝強化、
　　鳩峰峠や屋代川の整備と観光化。
３．田舎暮らしの魅力創造
　　山間部の特産物の宣伝、住宅誘致、散歩道・憩いの場
　　設定。
４．荒廃耕作地の再利用（家庭菜園として貸すなど）

　やはり、各地区の核となっている保育園・小学校等は可
能な限り現在地で継続。地区ごとの特色を残しながら町発
展の計画を立てるべきで、統合して大きくすればいいとい
う問題ではないのでは？
　各地区と役場や駅との交通網の工夫と整備は必至である。

地域で高齢化社会の支えあい
島
しま

津
つ

嘉
よし

男
お

さん

　地域には夫婦二人だけや単身の高齢者世帯が多くみられ
ます。地区には商店等がなく、買い物、病院等にも行くま
での足がない人もいます。また、足腰も弱く歩くのが困難
な方もおられます。
　デマンド利用もいいのですが、地域の人が車を出し合っ
て共同で運営し「高齢者の足」を担うような組織があれば
と思います。高齢者が行きたいところへ移動できればいい
と思います。みなさんも考えてみてください。

二井宿地区
６0代

ＳＮＳやってます！

議会の動きなどタイム
リーにお知らせします。
フォローよろしくお願い
します。

高畠町議会公式
Ｆａｃｅｂｏｏｋ

二次元コード

就職促進奨学金返還支援事業について

　制度のことを知らなかったし、周りに知っている人がほ

とんど居なかった。そのため、県内の学校に詳細を配った

り、もう少しその制度を周知させるのが良いと思った。　

県内で働きたい人は多いと思うので良い制度だと思う。も

し大学在住中に進路が変わり、申請した市町村を取り消し

て他の市町村に申請できると良いと思う。

　大学卒業後、何年か他県に住んでその後県内に戻って就

職、生活する場合同じようにその制度は適応となるのか知

りたい。

潟
かた

湊
みなと

妃
ひ

乃
の

さん

和田地区
１0代
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特集
まちの声

聞かせておごえ！
町民インタビュー

姉妹都市「横浜市栄区」との交流を

　高畠町と姉妹都市になっている横浜市栄区のことを知り

ました。今のところ行政同士のお付き合い（秋の栄区民ま

つり）だけで、姉妹都市になっていることも町民のほとん

どが知らないようです。

　私は横浜が好きなので、高畠町と栄区の結びつきをさら

に強めてほしいと思います。

　栄区の人たちに、町の農作業体験やインターシップに来

てもらい、もっと交流を深めてほしい。農業も人手不足な

ので、生産者と消費者という点でも繋がって、町民の姉妹

都市への関心も増えて、さらに交流が広がるはずです。

鈴
すず

木
き

将
まさ

道
みち

さん

亀岡地区
３0代

　私が地域活動に関わって思うことは、世代を超えたつな

がりの場であったはずの交流事業が少なくなったり、縮小

するなど、地域のいろいろな年代の人とのつながりやコ

ミュニティーが作れなくなってきています。

　以前に比べれば事業の数は戻りつつありますが、参加す

る機会が減れば興味を持って関わってくれる将来の担い手

も見つける機会も減り、人材不足にもつながります。

　地域づくりやまちづくりはとても難しい課題でもありま

す。行政との連携も図り世代交流の在り方も考えながら、

少しずつでもより良い地域づくりやまちづくりを目指すこ

とが大事なのではないでしょうか。

地域活動に関わってみて

田
た

中
なか

 　 茜
あかね

さん

和田地区
４0代

　年々増えているという空き家ですが、自宅近くにも数件

あるため日々心配しています。

　管理する人が不明なため、ガラスが割れたり建物が破損

することで廃材が飛んだり獣の住み家になるほか、周りの

雑草が背丈以上に伸びて町道までかぶさってきます。

　小中学生が登下校でイノシシも出没横断する狭くなった

道路を歩くため、危険を感じます。

　時々、道路わきの雑草を自分で刈りますが、他人の所有

地までは入れず、距離があるため大変です。道路管理も含

め、行政対応も必要ではと感じます。

町も、現状対応を考えてほしい

和田地区
５0代

高
たか

橋
はし

正
まさ

俊
とし

さん
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委員会活動レポート

総 務
文 教

高畠高校支援

　
昨
年
度
に
実
施
し
た

高
畠
高
校
へ
の
支
援
に

対
し
て
、
今
年
度
は
保

護
者
や
生
徒
に
早
い
段

階
か
ら
周
知
を
図
る
た

め
に
、
早
期
に
予
算
を

確
保
す
る
こ
と
と
、
継

続
的
な
支
援
を
行
う
こ

と
の
２
項
目
を
、
７
月

町
当
局
に
対
し
て
申
し

入
れ
を
行
な
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
町
当

局
か
ら
は
、
早
期
の
予

算
確
保
を
実
施
し
、
３

年
間
の
支
援
を
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
支
援
内

容
に
関
し
て
は
金
銭
面

だ
け
で
は
な
く
、
授
業

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
も
同

時
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
し
て
、
慎
重

に
内
容
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
主
な
支
援
策
と
し

て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

町
で
運
行
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
の
提
案
に

対
し
て
、
町
運
営
の
バ

ス
の
台
数
や
人
員
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、

県
立
高
校
で
あ
る
た
め

に
県
全
体
で
の
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
と

の
見
解
か
ら
、
バ
ス
の

運
行
は
難
し
い
結
果
と

な
っ
た
。

　
引
き
続
き
、
委
員
会

で
は
、
支
援
内
容
を
検

討
し
て
、
高
畠
高
校
の

魅
力
化
に
つ
な
が
る
よ

う
協
議
を
進
め
て
い

く
。

空 き 家 対 策

産 業
厚 生

有 機 農 業

①
有
機
農
業
産
地
づ
く

り
推
進
協
議
会
総
会
に

て
の
事
業
計
画
了
承
事

項
。

・
検
討
会
を
開
催
。

・
生
産
技
術
に
関
す
る

　
研
修
会
開
催
。
研
修

　
内
容
は
、
全
国
有
機

　
農
業
研
究
会
委
員
を

　
講
師
と
し
て
招
い
て

　
の
圃
場
視
察
や
ア
イ

　
ガ
モ
ロ
ボ
ッ
ト
実
習

　
な
ど
。

・
独
自
認
定
制
度
な
ど

　
を
盛
り
込
ん
だ
流
通

　
消
費
関
係
の
取
り
込

　
み
。

・
認
証
内
容
は
認
証
対

　
象
Ａ
（
化
学
肥
料
不

　
使
用
レ
ベ
ル
）
と
認

　
証
Ｂ
（
節
減
対
象
農

　
薬
７
割
減
）
で
考
え

　
て
い
る
。
５
割
減
以

　
下
は
検
討
中
。

②
畑
作
有
機
栽
培
の
今

①
平
成
31
年
策
定
の
空

　
き
家
対
策
計
画
改
定

　
に
つ
い
て
。

・
本
来
な
ら
ば
昨
年
改

　
定
予
定
だ
っ
た
が
、

　
法
律
が
昨
年
末
、
変

　
更
に
な
っ
た
た
め
今

　
年
度
見
直
し
、
改
定

　
予
定
。
所
有
者
に
ア

　
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
て
、

　
意
向
も
考
慮
す
る
。

・
素
案
が
出
来
次
第
空

　
き
家
対
策
検
討
委
員

　
会
を
開
催
し
、
対
策

　
を
総
合
的
に
進
め
る
。

②
建
設
課
と
し
て
最
も

　
課
題
と
し
て
い
る
の

　
が
危
険
空
き
家
の
相

　
続
人
が
い
な
い
こ
と
。

　
文
書
通
知
を
し
て
い

　
る
が
応
答
が
な
い
状

　
況
。
周
辺
家
屋
に
危

　
険
を
及
ぼ
し
そ
う
な

　
物
件
が
３
件
あ
る
。

　
町
で
は
応
急
措
置
に

　
て
対
応
。

　
後
の
振
興
計
画
は
次

　
の
と
お
り
。

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

　
る
研
修
会
開
催
。

・
成
功
者
モ
デ
ル
を
ベ

　
ー
ス
に
発
展
さ
せ
、

　
産
地
化
に
向
け
て
進

　
め
て
い
く
。

・
地
域
認
証
に
つ
い
て

　
は
、
今
年
度
は
準
備

　
期
間
と
し
て
要
綱
を

　
検
討
し
、
来
年
度
か

　
ら
の
運
用
に
向
け
、

　
直
売
所
関
係
者
へ
の

　
説
明
、
生
産
者
へ
の

　
登
録
呼
び
か
け
を
進

　
め
て
い
く
。

▲アイガモロボット
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放課後児童クラブ

①
町
内
７
施
設
に
て
利

　
用
保
護
者
か
ら
ア
ン

　
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

　
た
。
結
果
は
下
記
の

　
表
の
と
お
り
。

②
施
設
に
つ
い
て

・
２
施
設
は
老
朽
化
の

　
た
め
代
替
物
件
を
探

　
し
て
い
る
が
難
し
い

　
状
況
。

・
ト
イ
レ
が
一
つ
し
か

　
な
い
施
設
が
あ
り
、

　
公
民
館
と
共
有
す
る

　
こ
と
を
教
育
委
員
会

　
と
話
を
進
め
て
い
る
。

・
小
学
校
の
空
き
教
室

　
利
用
に
つ
い
て
は
、

　
教
育
委
員
会
確
認
で

　
は
「
空
き
教
室
は
な

　
い
」
と
い
う
こ
と
。

③
施
設
利
用
費
減
免
に

　
つ
い
て

・
課
税
状
況
に
も
よ
る

　
が
多
子
世
帯
に
つ
い

　
て
は
、
２
人
目
か
ら

　
町
と
県
で
２
分
の
１

　
ず
つ
財
源
を
確
保
し

　
取
り
組
ん
で
い
る
。

１．放課後児童クラブに期待することは

その他（４）健康な体と成長（41）

子どもの安全
・安心（207）

仲間との
元気な遊び
（170）

宿題などの
学習（113）

あいさつなどの
社会性（88）

基本的な
生活習慣
（33）

さまざまな
体験活動
（54）

２．施設設備について

学習の場と遊びの場の区別（25） とても良い
（48）

改善が必要
（85）

よい（118）
もっと
広い場所で
（36）

具合が悪くなった時休める場が
必要（19）

その他
（21）

遊びの場を
広く（22）

３．児童クラブと小学校との連絡や
　　協力について

連絡・協力は
大変良い（69）

不十分で
ある（17）

大体うまくいっている
　　　　　（121）

その他（11）

４．児童クラブと家庭との連絡や協力について

今のままで良い（194）

参観や保護者・家族の研修会なども
あってほしい（１）

もう少し連絡や協力があっても
よい（25）

その他（３）

改善が必要なのは
　　　　　どんな点ですか
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議会改革に向けた
取り組み

【
研
修
目
的
】
　
　

　
町
民
に
開
か
れ
た
よ

り
身
近
な
議
会
運
営
を

進
め
る
た
め
に
、
議
会

自
ら
改
革
を
図
り
、
町

民
へ
の
情
報
発
信
力
を

高
め
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
通
年
議
会
の
在
り

方
な
ど
議
会
改
革
に
向

け
た
取
り
組
み
の
先
進

地
を
視
察
し
、
調
査
研

究
を
行
う
こ
と
。

【
日
時
】

　
８
月
20
日
㈫

【
内
容
】

　
奥
州
市
で
は
、
議
会

議
員
の
在
り
方
、
活
動

の
基
本
的
な
こ
と
な
ど

を
条
例
で
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
や
政
策
提
言
等
、

議 会
運 営

行政視察

岩
手
県
奥
州
市

全
て
活
動
の
原
点
に
基

本
条
例
が
あ
る
。
議
会

の
構
成
や
議
員
が
大
幅

に
変
わ
ろ
う
が
変
わ
る

ま
い
が
、
議
会
の
土
台

と
し
て
、
指
針
と
し
て

あ
る
べ
き
だ
と
感
じ
た
。

　
高
畠
町
議
会
で
は
、

６
月
定
例
会
で
「
議
員

政
治
倫
理
条
例
」
を
制

定
し
た
。
我
々
議
員
が

高
い
倫
理
観
を
持
っ
て

町
民
に
信
頼
さ
れ
る
た

め
の
行
動
基
準
を
定
め

た
も
の
で
あ
る
。
町
民

の
負
託
を
受
け
た
議
会

と
し
て
の
役
割
と
責

任
を
、
さ
ら
に
明
確
に

定
め
た
「
議
会
基
本
条

例
」
の
在
り
方
や
必
要

性
が
問
わ
れ
て
い
る
。

先
進
地
の
報
告
を
受
け

な
が
ら
、
常
に
社
会
情

勢
を
踏
ま
え
た
的
確
な

活
動
に
対
応
で
き
る
検

証
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
る
研
修
と
な
っ

た
。

　
議
会
は「
チ
ェ
ッ
ク
」

と
「
提
言
」
に
よ
る
二

刀
流
議
会
で
市
民
の
負

託
に
応
え
ま
す
。

　
議
会
の
役
割
を
端
的

に
示
し
た
も
の
と
い
え

同
感
で
あ
る
。

【
日
時
】
　

　
８
月
21
日
㈬

【
内
容
】

　
議
会
基
本
条
例
、
通

年
議
会
、
市
民
と
議
会

を
つ
な
ぐ
会
、
議
員
モ

ニ
タ
ー
制
度
導
入
に
つ

い
て
意
見
を
聞
い
た
。

　
北
上
市
で
は
、
議
員

定
数
26
人
（
男
性
18

人
、
女
性
８
人
）
令
和

６
年
３
月
の
改
選
に
よ

り
、
７
人
の
議
員
が
新

人
で
あ
っ
た
。
今
ま
で

の
議
会
機
能
を
取
り
組

み
な
が
ら
も
、
議
会
改

革
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
議
会
基
本
条
例
の
も

と
、
議
会
の
役
割
を
明

確
に
す
る
こ
と
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　
市
民
の
負
託
に
応
え

市
民
福
祉
の
向
上
と
市

勢
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
掲
げ
、
多
様
で

多
数
の
町
民
と
接
す
る

機
会
を
設
け
、
住
民
意

思
を
受
け
止
め
る
役
割

を
果
た
す
こ
と
は
、
高

畠
町
議
会
で
も
学
ぶ
べ

き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
町
民
と
議
員
を
つ
な

ぐ
会
に
関
し
て
は
、
広

聴
部
会
が
活
性
化
す
る

こ
と
で
可
能
な
取
り
組

み
で
あ
る
。
政
策
提
言

に
つ
な
げ
る
こ
と
、
町

民
意
見
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
な
ど
、
工
夫
す
る

必
要
性
を
感
じ
た
良
い

研
修
と
な
っ
た
。

【
日
時
】

　
７
月
31
日
㈬

【
場
所
】

　
山
形
県
自
治
会
館

【
内
容
】

　
山
形
大
学
人
文
社
会

科
学
部
総
合
法
律
コ
ー

ス
の
３
人
の
学
生
と
県

本
位
の
発
信
が
多
い
が

知
り
た
い
情
報
が
見
に

く
い
」
と
の
鋭
い
指
摘
。

女
性
や
若
者
が
立
候
補

し
や
す
い
環
境
を
作
る

に
は
、
ど
の
よ
う
な
準

備
、
経
費
、
運
動
等
の

方
策
な
の
か
な
ど
、
活

発
な
意
見
交
換
と
な
っ

た
。

　
な
り
手
不
足
解
消
に

向
け
、
議
員
は
報
酬
の

ア
ッ
プ
や
主
催
者
教
育

の
充
実
を
重
要
項
目
に

挙
げ
る
な
ど
、
と
て
も

有
意
義
な
研
修
で
あ
っ

た
。

岩
手
県
北
上
市

女性議員と次世代目線
から地方議会を考える

議 員 研 修 会

町村議会意見交換会

内
の
女
性
議
員

代
表
４
人
が
意

見
交
換
会
を

行
っ
た
。
議
会

へ
の
関
心
度
を

高
め
る
発
信
の

工
夫
や
、
女
性

や
若
者
が
立
候

補
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
関

し
て
意
見
を
交

わ
し
た
。

　
議
会
報
を
事

前
に
調
べ
た
大

学
生
は
「
議
員
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町長　防災マップに掲載している　

３２０ミリの大雨が降ったら

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

▲工事が進む屋代川

直
なお

島
しま

義
よし

友
とも

　議員

問  

７
月
下
旬
に
庄
内
や

最
上
地
方
に
、
線
状
降
水

帯
に
よ
る
大
雨
で
、
車
両

被
害
、
高
速
道
路
の
崩
落

越
水
に
よ
る
田
畑
の
被
害

そ
し
て
家
屋
の
浸
水
、
流

失
、
さ
ら
に
流
木
の
被
害

な
ど
多
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。

　
も
し
も
当
町
で
も
同
じ

よ
う
な
３
２
０
ミ
リ
の
雨

が
降
っ
た
場
合
、
町
内
に

お
け
る
河
川
の
氾
濫
の
お

そ
れ
の
あ
る
箇
所
、
お
よ

び
そ
の
被
害
程
度
を
把
握

し
て
い
る
か
。

答
　
水
防
法
に
基
づ
き
、

洪
水
予
報
河
川
や
水
位
周

知
河
川
ご
と
に
浸
水
被
害

の
想
定
が
行
わ
れ
て
お
り

防
災
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
て

い
る
。
想
定
最
大
雨
量
の

場
合
、
防
災
マ
ッ
プ
に
示

す
範
囲
で
被
害
発
生
が
想

定
さ
れ
る
。

問  

屋
代
川
で
国
土
強
靭

化
工
事
の
標
示
看
板
が
あ

る
が
、
こ
の
工
事
内
容
は
。

答
　
県
発
注
の
工
事
で
は

あ
る
が
、
令
和
６
年
度
か

ら
２
か
年
で
、
吉
野
川
の

合
流
地
点
か
ら
八
坂
橋
ま

で
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

と
支
障
木
伐
採

お
よ
び
深
沼
橋
・
八
坂
橋

の
橋
脚
を
保
護
す
る
工
事

を
実
施
す
る
。

※
浚
渫
と
は
、
河
川
の
水

底
を
さ
ら
い
、
土
砂
を
取

り
去
る
作
業
の
こ
と
。

問  

高
畠
町
に
住
み
た
い

理
由
の
一
つ
に
、
地
震
・

大
雨
そ
の
他
自
然
災
害
の

な
い
町
と
上
げ
て
い
る
人

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
防

災
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て
、
県
や
国
に
対
す
る
要

望
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
屋
代
川
、
砂
川
、
和

田
川
周
辺
の
住
民
か
ら
組

織
す
る
同
盟
会
や
愛
護
会

等
と
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
支
障
木
伐
採
や

浚
渫
の
要
望
書
を
県
や
国

に
毎
年
提
出
し
て
い
る
。

問  

早
期
の
避
難
の
呼
び

か
け
が
大
事
だ
と
話
さ
れ

て
い
る
が
、
各
区
長
に
周

知
す
る
方
法
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
。

答
　
防
災
行
政
無
線
や
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
地
域
の
エ
リ
ア
メ
ー

ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

段
で
周
知
を
し
て
い
る
。

　
町
か
ら
直
接
区
長
さ
ん

に
電
話
連
絡
を
し
た
こ
と

も
あ
る
。
状
況
に
応
じ
て

対
応
し
て
い
る
。

問  

こ
こ
数
年
、
親
か
ら

受
け
継
い
だ
水
田
の
扱
い

で
悩
ん
で
い
る
農
家
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

　
貸
し
た
い
が
、
借
り
る

人
が
い
な
い
、
高
齢
化
な

ど
の
理
由
で
返
却
さ
れ
る

場
合
も
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
米
を
作
ら
な

い
、
収
入
の
な
い
田
に
対

し
、
米
平
か
ら
毎
年
経
費

負
担
が
生
じ
て
い
る
の
は

い
か
が
な
も
の
か
。

答
　
賦
課
金
は
、
土
地
改

良
事
業
の
受
益
地
域
に
賦

課
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の

農
地
は
土
地
改
良
事
業
の

効
果
を
受
け
ら
れ
る
状
態

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
賦
課
金
を
負
担
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。

問
　
地
区
除
外
す
る
場
合

一
反
あ
た
り
21
万
円
の
決

済
金
が
必
要
と
な
る
。
国

会
議
員
や
国
に
負
担
軽
減

の
特
例
を
要
望
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

答
　
確
か
に
、
農
業
を
辞

め
ら
れ
る
方
の
負
担
は
感

じ
ら
れ
る
も
の
の
、
農
業

基
盤
で
あ
る
水
田
や
農
業

用
水
利
施
設
の
整
備
等
は

重
要
な
も
の
で
あ
る
た
め

現
行
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き

決
済
金
を
負
担
い
た
だ
く

べ
き
も
の
と
考
え
る
。

防
災
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
要
望
は

屋
代
川
の
工
事
内
容
は

早
期
非
難
の
呼
び
か
け
は

米
沢
平
野
土
地
改
良

区
の
経
費
負
担
は

決
済
金
の
負
担
軽
減
を
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町長　児童が通う際の安全確保が難しいため　

夏休み中の学校プールの
使用を禁止したのはなぜか

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

伊
い

澤
ざわ

良
よし

治
はる

　議員

問  

今
年
の
夏
休
み
中
、

ど
の
児
童
も
学
校
プ
ー
ル

で
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
暑
い
夏
に
泳
げ
な

い
、
泳
ぐ
場
所
が
な
い
。

　
さ
ら
に
町
内
に
町
民
プ

ー
ル
が
な
い
。
子
ど
も
の

夏
休
み
中
の
暮
ら
し
を
ど

の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。

答
　
近
年
の
酷
暑
に
よ
り

児
童
が
通
う
際
の
安
全
確

保
が
難
し
い
た
め
、
夏
休

み
中
の
学
校
プ
ー
ル
を
開

設
し
な
か
っ
た
。

　
今
年
度
は
、
１
学
期
を

１
週
間
延
長
し
、
７
月
末

ま
で
授
業
で
泳
ぐ
機
会
を

確
保
で
き
る
よ
う
配
慮
し

た
。

問  

今
年
８
月
の
猛
暑
日

は
23
日
の
一
日
だ
け
だ
っ

た
。

　
南
陽
市
の
市
民
プ
ー
ル

で
は
８
月
い
っ
ぱ
い
開
設

し
、
午
前
中
プ
ー
ル
閉
鎖

し
た
の
は
た
っ
た
の
一
日

で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は

雷
だ
っ
た
。

　
気
温
上
昇
が
低
い
午
前

中
の
開
設
は
可
能
で
は
な

か
っ
た
の
か
。
そ
の
検
討

は
な
さ
れ
た
の
か
。

答
　
気
象
庁
の
予
報
を
基

に
、
校
外
の
活
動
は
熱
中

症
リ
ス
ク
が
高
く
開
設
す

べ
き
で
な
い
と
判
断
し
た
。

　
学
校
で
は
１
学
期
、
熱

中
症
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

暑
く
な
る
前
の
早
い
時
間

帯
に
プ
ー
ル
授
業
を
行
っ

た
。

　
今
後
も
災
害
級
の
酷
暑

に
対
し
、
児
童
の
安
全
な

環
境
に
十
分
配
慮
し
た
教

育
活
動
に
努
め
て
い
く
。

問
　
昨
年
９
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
置
賜
総
合
病
院

へ
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
実
証
実
験
は
８
月
を
も

っ
て
終
了
し
た
。
町
民
誰

も
が
、
い
つ
で
も
置
賜
総

合
病
院
へ
安
心
し
て
通
院

で
き
る
足
の
確
保
は
、
行

政
が
責
任
を
持
っ
て
整
備

す
べ
き
課
題
と
考
え
る
が

今
後
の
見
通
し
は
。

答
　
１
年
間
実
施
し
た
実

証
実
験
の
結
果
は
、
運
行

日
数
２
４
３
日
の
う
ち
実

車
し
て
稼

働
し
た
日

が
１
０
０

日
と
な
り

稼
働
率
41

％
と
想
定

よ
り
も
少

な
か
っ
た

と
感
じ
て

い
る
。

　
ま
た
、

費
用
面
も

一
人
を
片

道
運
ぶ
の

に
要
し
た

費
用
は
、

約
１
万
６

利
用
し
た
方
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
等
を
行
い
、
通
院
理

由
、
交
通
手
段
等
を
調
査

し
、
困
難
な
事
情
を
抱
え

て
い
る
方
の
状
況
等
を
把

握
し
な
が
ら
対
応
策
を
検

討
し
て
い
く
。

問
　
生
ご
み
を
燃
や
す
ご

み
と
区
別
し
、
生
ご
み
収

集
を
行
っ
て
い
る
集
落
は

何
集
落
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
温
暖
化
対

策
が
地
球
的
規
模
で
取
り

組
ま
れ
る
中
、
生
ご
み
収

集
す
る
集
落
を
増
や
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
環
境
計
画
に
数
値
目
標

と
し
て
入
れ
、
集
落
数
の

増
加
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
　
現
在
は
、
高
畠
地
区

と
糠
野
目
地
区
の
17
集
落

で
収
集
し
て
い
る
。

　
環
境
基
本
計
画
に
は
再

資
源
化
率
と
い
う
指
標
が

あ
り
、
そ
の
数
値
に
生
ご

み
収
集
量
も
含
ま
れ
て
い

る
。
今
後
、
目
標
達
成
に

向
け
、
生
ご
み
収
集
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

千
円
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
結
果
を
受
け
、
さ
ら
に

詳
細
な
検
証
を
行
い
な
が

ら
、
今
後
の
対
応
を
検
討

し
て
い
く
。

問
　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
実
証
実
験
が
終
了
し
、

実
証
実
験
の
利
用
者
や
通

院
困
難
に
な
っ
た
人
へ
の

支
援
が
必
要
と
考
え
る
。

　
他
市
町
と
の
連
携
な
ど

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
今
後
、
実
証
実
験
を

▲夏休みに通えなかった学校プール

午
前
中
の
学
校
プ
ー

ル
使
用
は
可
能
だ
っ

た
の
で
は

町
民
が
安
心
し
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に

生
ご
み
の
た
い
肥
化
で

循
環
型
地
域
づ
く
り

さ
ら
な
る

利
便
性
向
上
を
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町長　気候変動に合わせた高温対策に取り組んでいく

高温による
ブドウ栽培への対応は

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

武
たけ

田
だ

正
まさ

隆
たか

　議員

問  

今
年
は
昨
年
に
も
増

し
て
暑
い
夏
と
な
り
、
高

温
に
よ
る
大
変
な
被
害
も

発
生
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
当
町
の
ブ
ド
ウ

作
り
は
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
の
か
。
ま
た
、
町

と
し
て
の
対
応
は
。

答
　「
高
温
少
雨
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
用
い
て
技
術

研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
今
後
と
も
、県
、農
協
、

農
業
共
済
組
合
と
も
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
気
候
変

動
に
合
わ
せ
た
適
応
策
を

導
入
し
、
高
温
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問  

高
温
に
よ
る
障
害
は

品
質
低
下
の
基
と
な
る
。

昨
年
、
新
潟
で
は
一
等
米

が
１
割
程
度
し
か
な
く
、

わ
が
山
形
県
で
も
庄
内
地

方
で
３
割
を
切
る
被
害
が

出
た
が
、
幸
い
、
置
賜
地

方
で
は
平
年
作
と
な
っ
た
。

今
年
の
コ
メ
作
り
の
状
況

は
ど
う
か
。

答
　
昨
年
度
の
高
温
少
雨

に
対
す
る
栽
培
技
術
に
つ

い
て
の
講
演
会
の
開
催
や

県
農
業
技
術
普
及
課
よ
り

栽
培
技
術
の
指
導
を
い
た

だ
い
た
。

　
今
年
の
作
柄
は
、
山
形

県
で
「
や
や
良
」
と
の
こ

と
か
ら
、
町
内
で
も
良
い

状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

問  

近
年
、
市
民
農
園
的

な
話
題
は
あ
ま
り
耳
に
し

な
く
な
っ
た
。
い
ろ
い
ろ

な
理
由
が
あ
る
と
思
う
が

町
と
し
て
も
し
っ
か
り
調

査
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
現
在
、
当
町
に

市
民
農
園
に
該
当
す
る
よ

う
な
も
の
は
あ
る
の
か
。

答
　
現
在
、
町
と
し
て
は

市
民
農
園
の
開
設
は
行
っ

て
い
な
い
。

　
農
地
法
の
見
直
し
に
よ

り
、
農
地
を
所
有
し
な
い

方
も
、
農
作
物
の
栽
培
を

始
め
や
す
い
環
境
に
変

わ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
小
規
模
の

農
地
の
活
用
を
進
め
て
い

く
こ
と
も
、
手
段
の
一
つ

だ
と
考
え
て
い
る
。

問  

農
園
活
動
で
重
要
な

こ
と
は
耕
作
放
棄
地
等
の

活
用
が
進
め
ら
れ
る
べ
き

と
思
う
。
町
が
整
備
を
し

積
極
的
に
公
募
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

答
　
離
農
等
に
よ
り
、
解

約
さ
れ
た
農
地
に
つ
い
て

は
、
農
業
委
員
会
を
中
心

に
新
た
な
借
り
手
を
探
す

な
ど
、
遊
休
農
地
と
な
ら

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

市
民
農
園
を
開
園
す
る
た

め
に
は
、
農
地
を
耕
し
た

り
、
肥
料
を
ま
い
た
り
な

ど
の
準
備
を
す
る
必
要
が

あ
り
、
農
家
の
方
に
も
協

力
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
調
査
を
行
っ
て
い

く
。

問  

生
産
者
と
消
費
者
の

直
接
顔
の
見
え
る
関
係
は

大
切
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト

農
業
で
海
外
に
輸
出
で
き

る
農
産
物
を
生
み
出
す
こ

と
も
大
切
と
思
う
が
、
自

給
率
38
％
の
日
本
で
は
、

ま
ず
は
農
業
の
安
定
と
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
で
循

環
す
る
小
さ
な
経
済
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
　
町
の
農
業
振
興
の
視

点
と
し
て
、
安
定
的
か
つ

効
率
的
な
経
営
に
よ
り
、

多
く
の
農
地
を
担
っ
て
も

ら
う
担
い
手
の
育
成
と
、

農
村
の
文
化
や
機
能
の
維

持
に
貢
献
し
う
る
、
小
規

模
か
つ
多
様
な
担
い
手
の

双
方
を
育
成
し
、
食
と
農

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進

め
て
い
く
。

▲おいしい高畠の大粒系ブドウ

コ
メ
の
作
況
状
況
は

町
内
の
市
民
農
園
は

農
業
の
安
定
と

地
域
内
循
環
を

耕
作
放
棄
地
の
活
用
を
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町長　子どもたちが活躍できる環境をつくっていく

子どもたちの頑張りを
後押しする施策

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

西
にし

方
かた

茂
しげ

太
た

　議員

問
　
出
生
数
が
減
る
一
方

で
、
子
ど
も
た
ち
の
頑
張

り
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

　
今
後
子
ど
も
た
ち
の
活

躍
を
後
押
し
し
、
多
方
面

で
活
躍
で
き
る
環
境
を
整

え
る
た
め
に
、
現
在
は
ど

の
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、
補
助
金
等
増
額

の
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に

お
い
て
は
、
全
国
大
会
出

場
者
に
対
し
て
の
補
助
や

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
さ

ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

中
学
校
部
活
動
に
お
い
て

は
強
化
等
を
図
る
た
め
の

補
助
も
行
っ
て
い
る
。

　
分
野
は
限
ら
ず
、
子
ど

も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
広
げ
る
た
め
に
も

補
助
も
含
め
た
支
援
策
に

つ
い
て
は
常
に
検
討
し
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
活

躍
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。

問
　
町
内
に
は
町
営
体
育

館
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た

ち
が
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
際

に
、
屋
内
競
技
の
天
候
に

左
右
さ
れ
な
い
施
設
が
多

く
あ
る
が
、
屋
外
競
技
の

施
設
が
無
い
と
感
じ
る
。

　
雨
期
や
冬
期
に
お
い
て

も
ス
ポ
ー
ツ
の
技
術
向
上

に
向
け
た
施
設
が
必
要
と

感
じ
る
。
全
天
候
型
に
対

応
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設

の
拡
充
に
つ
い
て
考
え
が

あ
る
か
。

答
　
現
在
の
と
こ
ろ
全
天

候
型
に
対
応
し
た
新
規
施

設
の
拡
充
の
予
定
は
な
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
町
に

対
し
て
の
要
望
と
し
て
は

無
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い

る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
積

雪
の
多
い
本
町
で
は
、
屋

外
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
冬

期
間
の
練
習
環
境
は
、
競

技
力
向
上
に
と
っ
て
も
課

題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

問
　
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
に
関
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
て

き
て
お
り
、
距
離
に
よ
っ

て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用

し
、
該
当
し
な
い
生
徒
は

徒
歩
や
自
転
車
通
学
が
基

本
と
な
っ
て
い
る
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
距
離

に
該
当
し
な
い
地
域
や
生

徒
は
、
天
候
に
よ
っ
て
、

保
護
者
が
送
迎
を
行
っ
て

い
る
。

　
今
後
、
全
地
域
で
の
バ

ス
の
運
行
計
画
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
単
年
度
ご
と

生
徒
の
人
数
に
よ
っ
て
、

運
行
計
画
を
見
直
す
考
え

は
あ
る
か
。

答
　
現
在
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
は
、
遠
距
離
対
策
と
し

て
運
行
し
て
い
る
た
め
、

全
生
徒
を
対
象
と
す
る
計

画
は
現
段
階
で
は
な
い
。

　
運
行
に
際
し
て
は
、
入

学
す
る
生
徒
数
に
合
わ
せ

効
率
的
な
運
行
の
調
整
を

図
っ
て
い
る
。

▲効率的な運行が望まれるスクールバス

天
候
に
左
右
さ
れ
な

い
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

拡
充

高
畠
中
学
校
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
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町長　改修費の負担が大きいからと捉えている

なぜ進まない
　住宅の耐震改修工事

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

菊
きく

地
ち

英
ひで

雄
お

　議員

問
　
国
や
県
も
含
め
、
近

年
の
大
き
な
地
震
を
教
訓

に
、
町
で
は
住
宅
の
耐
震

改
修
を
計
画
的
に
増
や
す

た
め
に
、
耐
震
診
断
費
用

や
耐
震
改
修
工
事
費
に
対

す
る
補
助
金
を
出
し
て
い

る
。
し
か
し
、
か
な
り
少

な
い
実
施
率
で
あ
る
。

　
そ
の
要
因
を
ど
う
捉
え

今
後
、
耐
震
化
率
の
向
上

を
目
指
し
て
い
く
の
か
。

答
　
全
国
的
に
、
地
震
に

対
す
る
希
薄
化
や
改
修
資

金
に
対
す
る
問
題
が
、
耐

震
改
修
工
事
が
進
ま
な
い

要
因
と
捉
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
核
家
族
に
よ
る

高
齢
世
帯
の
増
加
に
よ
り

将
来
を
考
慮
し
耐
震
改
修

工
事
に
踏
み
切
れ
な
い
現

状
で
あ
る
。

　
今
後
も
、
県
と
協
力
し

耐
震
改
修
の
必
要
性
を
積

極
的
に
周
知
し
て
い
く
。

問
　
７
月
に
発
生
し
た
庄

内
や
最
上
地
方
の
水
害
と

同
様
に
当
町
も
経
験
し
て

い
る
が
、
河
川
の
流
下
能

力
を
維
持
す
る
た
め
、
堆

積
土
砂
や
支
障
木
撤
去
が

重
要
と
考
え
る
。

　
町
と
県
と
の
情
報
提
供

や
対
応
の
連
携
に
つ
い
て

伺
う
。

答
　
河
川
流
下
能
力
向
上

を
図
る
た
め
、
県
は
、
河

川
の
浚
渫
や
支
障
木
伐
採

を
進
め
て
い
る
。

　
町
は
、
地
元
愛
護
団
体

等
と
協
力
し
、
河
川
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
。
毎
年
浚

渫
や
支
障
木
伐
採
が
必
要

な
箇
所
に
つ
い
て
県
に
要

望
書
を
提
出
し
対
応
を
依

頼
し
て
い
る
。

問
　
最
上
川
流
域
の
水
害

抑
制
に
向
け
、
流
出
時
間

を
遅
ら
せ
る
た
め
の
「
田

ん
ぼ
ダ
ム
」
活
用
に
向
け

た
取
り
組
み
の
現
状
と
、

推
進
の
課
題
は
何
か
。

答
　
多
面
的
支
払
交
付
金

事
業
の
中
に
田
ん
ぼ
ダ
ム

に
取
り
組
め
る
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
。
こ
の
制
度
を
用

い
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て

い
る
。

　
取
り
組
む
た
め
に
は
、

ほ
場
整
備
さ
れ
た
水
田
で

あ
る
こ
と
が
条
件
。
補
助

事
業
等
も
あ
る
が
、
ハ
ー

ド
ル
は
高
い
状
況
で
あ
る
。

問
　
12
月
か
ら
健
康
保
険

証
が
廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
の

マ
イ
ナ
保
険
証
と
な
る
。

　
一
方
で
シ
ス
テ
ム
の
不

具
合
や
医
療
機
関
等
で
の

ト
ラ
ブ
ル
、
事
務
の
煩は
ん

雑ざ
つ

化
等
も
聞
か
れ
る
が
、
利

用
者
も
含
め
た
不
安
の
声

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
ま
た
カ
ー
ド
を
所
持
し

な
い
人
へ
の
、
情
報
提
供

な
ど
の
対
応
は
。

答
　
医
療
機
関
等
で
は
、

シ
ス
テ
ム
の
変
更
や
患
者

へ
の
対
応
等
、
導
入
初
期

は
混
乱
も
あ
っ
た
と
思
う

が
、
本
稼
働
に
な
れ
ば
環

境
が
整
う
こ
と
か
ら
効
率

的
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
と
考
え
る
。
12
月
以

降
も
被
保
険
者
証
は
、
資

格
確
認
書
と
し
て
使
用
可
。

　
ま
た
、
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
掲
載
な
ど
、
機

会
を
捉
え
て
情
報
提
供
を

行
う
。

▲耐震化のための筋かい補強

河
川
の
堆
積
土
砂
等

の
撤
去
は

田
ん
ぼ
ダ
ム
活
用
の

現
状
と
課
題
は

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の

不
安
対
処
は
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町長　分かりやすく伝える努力を続けていく

コロナワクチン
不具合情報の提供を

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

青
あ お

柳
やぎ

　貴
たかし

　議員

問
　
厚
生
労
働
省
に
よ
る

と
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
よ

る
死
亡
認
定
は
７
４
７
件

で
、
他
の
全
ワ
ク
チ
ン
の

約
５
倍
の
被
害
件
数
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
日
本

の
み
が
７
回
接
種
し
て
お

り
、
日
本
は
感
染
者
数
世

界
１
位
に
な
っ
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
と
死
亡
者
数
の

因
果
関
係
の
情
報
を
つ
か

ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
健

康
被
害
の
情
報
を
も
っ
と

町
民
に
知
ら
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
と
死
亡
の
因
果
関

係
に
つ
い
て
、
国
や
専
門

機
関
が
調
査
・
分
析
を
進

め
て
お
り
、
厚
生
労
働
省

は
、
今
年
３
月
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
「
こ
れ

ま
で
の
死
亡
に
係
る
副
反

応
疑
い
報
告
の
状
況
を
踏

ま
え
る
と
、
現
時
点
で
、

引
き
続
き
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
体
制
に
影
響
を
与
え
る

重
大
な
懸
念
は
認
め
ら
れ

な
い
」
と
し
て
お
り
、
町

も
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
。

　
町
民
に
は
国
や
県
か
ら

の
公
式
情
報
や
指
導
を
も

と
に
、
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
努
力
を
続
け
て
い
く
。

問
　
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
で

は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
陽
性

に
発
信
す
べ
き
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

答
　
町
が
メ
デ
ィ
ア
の
報

道
内
容
を
分
析
し
、
発
信

す
る
立
場
に
は
な
い
。
科

学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
国

や
県
な
ど
の
公
的
機
関
か

ら
の
情
報
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
。

問
　
今
秋
か
ら
新
し
い
タ

イ
プ
の
「
自
己
増
殖
型
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
」
が
供

給
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

治
験
を
実
施
し
た
他
の

国
々
で
は
、
ほ
と
ん
ど
承

認
さ
れ
て
い
な
い
ワ
ク
チ

ン
で
あ
る
。

　
従
来
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
と
同
様
の
健
康
被
害

が
起
こ
る
こ
と
は
十
分
に

予
想
さ
れ
る
。
重
症
化
率

も
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
下
回
っ
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
情
報
を
町
か
ら

発
信
す
べ
き
で
は
。

答
　
国
の
専
門
機
関
に
よ

り
、
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
に
つ

い
て
、
知
見
が
集
積
さ
れ

適
切
に
評
価
さ
れ
て
い
く
。

　
国
か
ら
の
情
報
を
注
視

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
町

民
の
安
全
を
最
優
先
に
考

え
た
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
く
。

問
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
、
亡
く
な
っ
た
方
、

体
調
不
良
で
苦
し
ん
で
い

る
方
が
い
る
。
「
予
防
接

種
健
康
被
害
救
済
制
度
」

は
周
知
不
十
分
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
制
度
の
周
知
を

徹
底
化
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
　
副
反
応
や
、
後
遺
症

と
思
わ
れ
る
症
状
な
ど
の

相
談
先
や
予
防
接
種
健
康

被
害
救
済
制
度
の
周
知
に

努
め
て
い
る
。
今
年
度
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
秋

冬
接
種
に
つ
い
て
は
、
予

防
接
種
法
の
改
正
か
ら
制

度
が
大
き
く
変
わ
り
、
改

め
て
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
、
丁
寧
に
周
知

に
努
め
て
い
く
。

メ
デ
ィ
ア
の

誤
情
報
に
つ
い
て

新
タ
イ
プ
の
ワ
ク
チ

ン
の
情
報
提
供
を

「
予
防
接
種
健
康
被
害
救

　済
制
度
」
の
周
知
強
化

者
数
を
感

染
者
数
と

し
て
、
ま

た
、
交
通

事
故
や
ガ

ン
の
末
期

症
状
な
ど

で
亡
く
な

っ
た
方
々

を
死
亡
後

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
に
か
け

て
、
陽
性

で
あ
れ
ば

「
新
型
コ

ロ
ナ
感
染

死
」
と
し

発
表
し
て

い
た
。
こ

の
よ
う
な

報
道
を
分

析
し
町
民

新型コロナワクチン健康被害に対する
ＮＨＫ報道内容

《予防接種健康被害救済制度》1977年～2024年8 月5 日現在

新型コロナワクチン インフルエンザワクチン

被害認定者数 7899件

死亡認定者数 762件 25件

審査待ち者数 1633件

▲死亡認定者数は過去最多
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町長　若者が主権者意識を持つことは重要なこと

次代を担う若者たちの
政治参加について

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

木
き

村
むら

雅
まさ

博
ひろ

　議員

問  

人
口
減
少
社
会
に
よ

る
社
会
保
障
や
基
盤
産
業

へ
の
影
響
、
地
球
温
暖
化

の
深
刻
な
被
害
等
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
考
え
る
と

直
に
影
響
を
受
け
る
だ
ろ

う
若
い
世
代
の
選
挙
に
お

け
る
投
票
率
が
低
い
。

　
若
者
の
政
治
に
対
す
る

根
本
的
な
考
え
を
変
え
る

取
り
組
み
、
い
わ
ゆ
る
主

権
者
教
育
を
な
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
　
若
者
が
主
権
者
意
識

を
持
つ
こ
と
は
重
要
な
こ

と
で
あ
る
と
考
え
る
。
町

で
は
今
年
度
か
ら
、
中
高

生
が
地
域
の
大
人
と
つ
な

が
り
学
ぶ
「
高
畠
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
ず
は

こ
の
事
業
で
地
域
住
民
と

関
わ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を

通
し
て
社
会
の
在
り
方
を

考
え
る
良
い
機
会
に
し
て

ほ
し
い
。

問  

山
形
県
選
挙
管
理
委

員
会
実
施
の
高
校
３
年
生

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

選
挙
啓
発
出
前
講
座
の
実

施
が
、
高
校
生
に
良
い
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
家
族
の
投
票
の

有
無
が
高
校
生
の
投
票
行

動
に
極
め
て
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明

白
に
な
っ
て
い
る
。
保
護

者
向
け
の
選
挙
啓
発
が
重

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
啓け
い

蒙も
う

の
一
つ
と

し
て
、
若
者
を
投
票
所
の

選
挙
立
会
人
へ
採
用
し
て

は
ど
う
か
。

答
　
家
族
の
投
票
行
動
は

子
ど
も
の
投
票
行
動
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

か
ら
、
子
ど
も
と
一
緒
に

投
票
に
行
く
こ
と
を
周
知

す
る
な
ど
、
保
護
者
に
対

し
て
継
続
し
た
啓
発
活
動

を
行
い
た
い
。

　
若
者
の
選
挙
立
会
人
は

良
い
提
案
な
の
で
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問  

若
者
の
主
権
者
教
育

の
有
効
な
事
例
に
「
子
ど

も
議
会
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

近
隣
市
町
で
も
実
施
し
て

お
り
、
当
町
で
も
過
去
に

小
学
生
議
会
、
中
学
生
議

会
を
開
催
し
た
実
績
が
あ

る
。
来
年
度
、
新
庁
舎
が

完
成
し
、
議
場
も
新
し
く

な
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事

業
と
し
て
「
子
ど
も
議

会
」
を
開
催
し
て
は
ど
う

か
。

答
　
過
去
に
行
っ
た
「
子

ど
も
議
会
」
は
、
課
題
も

あ
り
継
続
開
催
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　
ま
ず
は
今
年
ス
タ
ー
ト

し
た
高
畠
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
子
ど
も
た

ち
の
社
会
参
画
へ
の
意
識

を
醸

じ
ょ
う

成せ
い

し
た
い
。

問  

各
地
区
公
民
館
の
館

長
代
理
か
ら
地
区
事
業
な

ど
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ

り
、
共
通
課
題
と
し
て
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
と
、

若
い
世
代
の
地
域
参
加
に

苦
労
し
て
い
る
件
が
あ
げ

ら
れ
た
。
高
畠
ア
ー
ト

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
波
及
効
果

に
よ
る
つ
な
が
り
や
、
中

学
生
の
部
活
動
改
革
の
受

け
皿
と
し
て
の
文
化
活
動

等
、
各
地
区
公
民
館
を
拠

点
と
し
た
受
け
皿
づ
く
り

を
企
画
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
い
か
に
若
い
う
ち
か

ら
地
域
と
関
わ
っ
て
い
く

か
が
将
来
に
向
け
て
の
鍵

で
あ
る
。
文
化
活
動
も
含

め
た
中
学
校
部
活
動
の
地

域
ク
ラ
ブ
化
に
よ
っ
て
、

よ
り
選
択
の
幅
が
広
が
る

中
で
、
地
域
事
業
に
お
け

る
受
け
皿
づ
く
り
に
つ
い

て
も
検
討
し
た
い
。

▲高畠高校出前講座での模擬投票

若
者
た
ち
の
投
票
率

を
上
げ
る
手
立
て
は

子
ど
も
議
会
の
開
催
を

地
区
公
民
館
を
拠
点

と
し
た
中
高
生
の
地

域
参
加
事
業
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町長　森林経営管理制度実施方針を策定している

森林整備計画への考えは

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

秋
あき

葉
ば

晶
あき

子
こ

　議員

問
　
町
の
森
林
整
備
を
進

め
る
具
体
的
な
計
画
と
流

域
治
水
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
と
連
携
し
た
取
り
組

み
は
。

答
　
森
林
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
高
畠
町
森
林
整
備

計
画
に
基
づ
い
て
実
施
し

て
い
る
。
併
せ
て
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て

森
林
整
備
を
図
る
た
め
、

森
林
経
営
管
理
制
度
実
施

方
針
を
策
定
し
て
い
る
。

　
流
域
治
水
に
つ
い
て
は

河
川
国
道
事
務
所
、
流
域

市
町
村
長
と
で
構
成
す
る

最
上
川
流
域
治
水
協
議
会

に
て
情
報
交
換
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　

問
　
国
で
は
、
２
０
１
９

年
３
月
に
「
森
林
環
境
税

及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に

関
す
る
法
律
」
を
創
設
。

地
域
の
実
態
に
即
し
た
森

林
保
全
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

　
町
で
は
森
林
環
境
譲
与

税
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
る
の
か
。

答
　
令
和
５
年
度
に
お
い

て
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
森
林
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
の
使
用
料
、
ナ

ラ
枯
れ
防
除
対
策
事
業
、

立
枯
木
伐
採
処
理
業
務
、

民
有
林
造
林
事
業
、
森
林

作
業
道
整
備
事
業
、
林
道

工
事
、
森
林
環
境
基
金
積

立
な
ど
の
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。

問
　
森
林
は
、
木
材
の
産

出
の
ほ
か
、
水
源
か
ん
養

や
土
砂
災
害
防
止
、
Ｃ
Ｏ

２
の
吸
収
な
ど
そ
の
機
能

は
多
岐
に
わ
た
る
。

　
森
林
保
全
の
推
進
で
、

木
材
の
地
産
地
消
へ
の
考

え
は
。
今
後
、
ど
の
よ
う

に
利
用
拡
大
を
進
め
て
い

く
の
か
。

答
　
今
後
、
森
林
経
営
管

理
制
度
に
よ
る
適
正
な
森

林
整
備
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
整
備
が
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
地
域
を
一
体
的

に
効
率
よ
く
森
林
管
理
を

進
め
、
伐
採
し
た
木
材
を

売
払
う
こ
と
に
よ
り
、
利

用
拡
大
も
進
む
も
の
と
考

え
る
。

問
　
気
候
変
動
へ
の
適
応

と
し
て
、
町
が
中
心
と
な

る
取
り
組
み
が
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
森
林
に
対
す

る
具
体
的
な
適
応
策
は
。

答
　
具
体
的
な
適
応
策
と

し
て
、
山
地
災
害
の
発
生

を
予
防
す
る
た
め
、
病
害

虫
等
防
除
法
に
基
づ
き
、

県
補
助
金
を
活
用
し
た
森

林
病
害
虫
防
除
、
加
え
て

県
と
実
施
す
る
森
林
被
害

量
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
河
川
改
修
と
同
様
に

河
川
の
支
障
木
伐
採
や
土

砂
堆
積
の
除
去
を
進
め
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
多
い
。

県
に
要
望
活
動
す
る
ほ
か

に
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い

と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

答
　
県
で
は
、
計
画
的
に

維
持
管
理
を
進
め
て
い
る

が
、
河
川
内
支
障
木
伐
採

が
進
ま
な
い
こ
と
を
町
も

危
惧
し
て
い
る
。
町
は
、

地
元
の
河
川
愛
護
団
体
等

の
協
力
を
得
て
、
河
川
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
今

後
も
要
望
活
動
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
。

▲なかなか進まない森林整備

森
林
環
境
譲
与
税
の

活
用
を

町
産
材
の
利
用
は

地
球
温
暖
化
対
策

河
川
の
維
持
管
理
を
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自治区の課題解決について

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

金
かね

子
こ

睦
むつ

夫
お

　議員

問  

少
子
高
齢
化
や
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
こ
れ
ま
で

に
類
を
見
な
い
自
治
組
織

の
低
迷
と
住
民
の
変
化

（
価
値
観
の
多
様
性
）
が

地
区
の
区
長
会
に
お
い
て

報
告
さ
れ
た
。

　「
地
域
づ
く
り
は
人
づ

く
り
」
と
言
わ
れ
る
と
お

り
、
自
治
組
織
の
低
迷
は

次
世
代
の
人
材
育
成
に
直

結
す
る
大
き
な
問
題
で
あ

り
、
早
急
な
対
応
が
必
須

と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の

状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

　
ま
た
、
問
題
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

答
　
各
自
治
組
織
の
状
況

や
課
題
に
つ
い
て
は
、
主

に
地
区
公
民
館
や
区
長
会

を
通
じ
て
把
握
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
役
場
各
課
に
寄

せ
ら
れ
る
個
別
具
体
的
な

問
い
合
わ
せ
や
相
談
に
つ

い
て
も
関
係
部
署
で
情
報

共
有
を
図
っ
て
対
応
し
て

い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け

に
、
各
自
治
組
織
で
も
自

治
運
営
や
行
事
に
つ
い
て

従
前
ど
お
り
実
施
し
て
い

る
も
の
や
見
直
し
が
行
わ

れ
た
も
の
が
あ
る
と
承
知

し
て
お
り
、
引
き
続
き
状

況
を
注
視
し
て
い
く
。

問
　
昨
年
、
二
井
宿
キ
ャ

ン
プ
場
開
発
計
画
が
住
民

の
反
対
多
数
に
よ
り
白
紙

と
な
っ
た
。
そ
こ
に
至
る

ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
展

開
は
。

答
　
計
画
を
し
て
い
た
場

所
は
豚
舎
跡
地
で
あ
り
、

町
は
平
成
30
年
に
土
地
を

取
得
し
、
地
域
振
興
の
た

め
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
地
区
民
の
希
望

を
取
り
入
れ
た
活
用
を
検

討
し
て
き
た
。

　
地
区
に
お
い
て
検
討
委

員
会
が
発
足
し
、
研
修
会

や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

行
い
な
が
ら
、
検
討
を
行

っ
て
き
た
経
過
が
あ
る
。

　
事
業
者
か
ら
跡
地
の
キ

ャ
ン
プ
場
利
用
と
い
う
提

案
が
あ
り
、
地
区
民
か
ら

も
同
様
の
提
案
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
事
業
を
進
め

る
こ
と
と
し
た
。

　
令
和
４
年
、
５
年
に
区

長
会
や
各
種
団
体
等
へ
説

明
を
行
い
、
特
段
の
反
対

意
見
も
な
か
っ
た
が
、
令

和
５
年
11
月
に
地
区
で
開

催
し
た
説
明
会
で
キ
ャ
ン

プ
場
整
備
へ
の
反
対
意
見

が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

計
画
を
一
旦
中
止
し
た
。

　
今
後
の
豚
舎
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
の
要
望
も
改
め
て
伺

い
、
要
望
内
容
を
反
映
し

た
利
活
用
と
な
る
よ
う
、

地
区
と
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

問  

若
い
世
代
の
誰
も
が

自
由
に
参
加
で
き
、
思
い

を
カ
タ
チ
に
で
き
る
場
所

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た

ア
イ
デ
ア
は
。

答
　
人
口
減
少
、
高
齢
会

が
進
展
し
、
多
方
面
か
ら

若
い
世
代
に
対
す
る
期
待

が
高
ま
る
中
に
お
い
て
、

若
者
自
ら
が
行
う
取
り
組

み
を
町
と
し
て
で
き
る
範

囲
の
中
で
今
後
も
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
。

▲中高生が取り組んだモザイクアート

二
井
宿
キ
ャ
ン
プ
場

白
紙
撤
回
の
真
相
と

今
後
に
つ
い
て

若
い
世
代
が
参
加
で

き
る
場
所
づ
く
り
を

町長　関係部署で情報共有を図って対応していく
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１２月定例会を傍聴しませんか　
１２月１０日（火）～2０日（金）

本会議の傍聴は自由です。
詳しい日程は１２/４以降町ホームページでご確認ください。

問い合わせ先　議会事務局☎52-4485

◦表紙のひと◦

まほろば人

き・ら・り

TheMonju 誕生のきっかけは？

団体のモットーは？

　平成１３年度、地元亀岡小学校で宝くじ助成
を受け、和太鼓購入。
　これを機会に、地元伝承の念仏踊りにちなん
だ太鼓楽曲「文殊太鼓」を制作（まほろば太鼓二
瓶富太郎氏作）。保護者等で演奏発表お披露目。

The　Monju

　平成１４年度、保護者、地域の有志により太鼓
団体The Monju 設立（参加メンバー１５名でス
タート）。
　The Monju のネーミングは、若い人にも参
加してもらえるように…。その成果は…。亀岡
小学校体育館にて週２回練習。腕を磨く日々。
　初演奏は、屋代地区の太鼓団体「山

やま

響
びこ

太鼓」
１０周年記念イベント（時沢小学校）に参加。以
後、地区のイベントに出演（念仏踊り奉納式典、
敬老会、地区新春初顔合わせ等）
　１５年度、当時の地区公民館長の小松春男氏
より法被一式寄贈いただく。町ねほだれ大会に
初参加。オープニングを飾る。

ちと初出演。
　２３年度、結成１０周年を迎え、１０周年記念祝賀
会開催。
　高畠町町民憲章にて優秀実践表彰を受ける。地
域のイベント参加のほか、高齢者施設での演奏、
会社の記念式典での演奏、米沢市六郷地区太鼓祭
り出演（１５年連続）など幅広く活動。
　令和３年度、結成２０周年を迎える。現在、
２３年目を迎え、会員１０名で活動。

　１７年度から亀
岡四部落の行蔵院
「四葉太鼓」とコ
ラボレーション。
練習場所を行蔵院
に移す。四葉観音
祭に地元子どもた

　太鼓の技術向上はもちろんのこと、太鼓演奏を
通して地区内外の人々と交流を深め会員の成長
と、地域づくりに貢献する。

長続きの秘訣は？
　週１回の練習日。９０分のうち、練習３０分、お
茶のみ６０分。　これが大事！！

The Monju（平成１４年５月１２日～）
の活動は？

亀岡地区太鼓団体
（代表）

吉 田 恵 宝 さん
よし　　だ　　けい　ほう
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